
子供ど真ん中の学校 
～かがやく海が見える丘より～ 

令和８年４月２１日 

長崎市立畝刈小学校 

学校だより NO．９ 

校長 田中 成年 

＜子供ど真ん中教育＞ 

～歓迎遠足～ 

 曇り空のもと、さくらの里運動公園に向けて出発しました。 

 

５年生、４年生、３年生、２年生、１・６年生の順に出発しました。 



 

１・６年生の出発の様子です。 



 

通称、地獄の階段も元気に登り切りました。 



   

   

 横断歩道を渡り、住宅の間を抜けて、運動公園へと入っていきました。 

   

 

 公園の入り口では、２年生から５年生までが待っており、１年生と６年生を拍手で迎え

ました。 



 

 

 

 

 



 

 

 グラウンドに集まり、担当の先生から遠足での注意を聞いた後、それぞれの学年のお弁

当を食べる場所に移動しました。 

 

 

 あとは自由時間です。お弁当の笛が鳴るまで学級で遊んだり、自由に遊んだりしました。 



   

 つつじがきれいに咲いていたので、その前で学級の集合写真を撮っているところもあり

ました。 

   



 

 藤の花もきれいに咲いていました。 

  

  

  

遊具は、１年生が優先です。６年生と一緒に楽しく遊んでいました。 



   

   

   

   



   

 ドッジボールやだるまさんが転んだ 

   

 学級遊びで、けいどろや鬼ごっこなどを楽しむ姿もありました。 

   

 ハンカチ落としをしている子供たちにも出会いました。なかなか外でするハンカチ落と

しも新鮮なものでした。 

   

 カナヘビ探しもしていました。展望台からグラウンドにいる私（校長）を見つけて、「校

長せんせ～い！！」と、呼んでくれる子供たちもいました。 



   

 １１時３０分ごろ、お弁当の時間となりました。 

   

 おうちの人が作ってくれたお弁当をとても美味しそうに食べる姿がありました。お菓子

もたくさん持ってきており、みんな笑顔で食べていました。 

   

 これまでの体調管理、遠足の準備等、ご協力ありがとうございました。 

 子供たちにとって、とても思い出に残る時間となりました。 

 

 これからも様々な学校行事等を進めていく中で、学年の枠を超え、子供たちがさらに笑

顔で仲良くなり、楽しい学校生活ができるように支えてまいります。 

 

 

畝刈小学校は、子供が主語・子供が主役 

「子供ど真ん中」の学校 

「豊かな心をもち、笑顔でだれとでも仲良く活動する子供たち」を支えています。 


